
あ

す

か
ひ
が
し
か
い

と

奈
早

飛
鳥

東

垣
内
遺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
飛
鳥
字
東
垣
内

調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
二
月
―
三
月

発
掘
機
関
　
　
明
日
香
村
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
西
光
慎
治

遺
跡
の
種
類
　
溝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
１
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

飛
鳥
東
垣
内
遺
跡
は
、
飛
鳥
池
遺
跡
の
北
約
二
〇
〇
ｍ
の
所
に
位
置
し
、
飛

鳥
寺
推
定
東
面
大
垣
の
す
ぐ
東
側
に
あ
た
る
。
今
回
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
建
設

に
伴
い
、
発
掘
調
査
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
幅
九

・
八
ｍ

深
さ

一
・
二
ｍ
の
南
北
溝
を
検

出
し
た
。
こ
の
溝
は
飛
鳥
池
東

方
遺
跡
で
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、

今
回
検
出
し
た
の
は
そ
の
下
流

山

　

ぁ
た
る
。
溝
の
時
期
は
大
き

請

く
Ａ
ｔ
Ｃ
の
三
時
期
に
分
か
れ
、

Ａ
期
は
七
世
紀
中
頃
の
素
掘
溝
、

54321

Ｂ
期
は
七
世
紀
後
半
で
西
岸
は
護
岸
を
行
な

っ
て
い
る
。
護
岸
は
花
南
岩
を
積

ん
で
、
杭
で
固
定
し
た
も
の
で
、　
一
部
に
凝
灰
岩

・
細
粒
砂
岩
も
含
ま
れ
て
い

る
。
Ｃ
期
は
人
世
紀
前
半
で
、
花
商
岩
の
自
然
石
を
乱
雑
に
積
み
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。
溝
幅
は
、
時
期
が
下
る
に
つ
れ
て
狭
ま

っ
て
い
く
こ
と
も
確
認
し
た
。

報
告
す
る
木
簡
は
Ａ
期
の
溝
底
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
溝
内
か
ら
は
大

量
の
瓦

・
須
恵
器

・
土
師
器

・
漆
付
着
土
器
と
と
も
に
、
「
元
寺
」
や

「大
」

と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔
廿
荷
ヵ
〕

硼

　

□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（議
て

０

通

ｏ驚

□

（
示

じ

×

含

Ｄ

×
∞
　
ｏ
盟

⑪
は
、
右
辺
は
原
形
を
保

っ
て
い
る
が
上
下
は
折
損
、
左
辺
も
割
れ
て
い
る
。

文
字
は
中
央
で
半
我
さ
れ
て
い
る
た
め
判
読
は
難
し
い
が
、
「
甘
荷
」
と
も
読

め
る
。
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
②
は
、
左
辺
は
原
形
を
保

っ
て
い
る
が
、
右
辺
、

上
下
は
欠
損
し
て
い
る
。
文
字
は
偏
の
部
分

（ギ
ョ
ウ
ニ
ン
ベ
ン
）
が
残
る
の
み

で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
寺
崎
保
広

氏
の
ご
教
示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
光
慎
治
）




